
　土屋鞄製造所と同じハリズリーグ
ループで、ダイヤモンドジュエリーを展
開する㈱キューが、カーボンニュートラ
ル（クライメートニュートラル）のラボグ
ロウン（人工）ダイヤモンドを使った指
輪を、宝飾店「ブリリアンス・プラス」全
7店で展開することを発表。販売は4月
22日からとし、婚約指輪5型を揃える。
取り扱うラボグロウンダイヤモンドの価
格は、天然ダイヤよりも4割ほど割安（リ
ングに仕立てた際の価格は税込23万
7500円～※4/3時点）で、手頃にダイ
ヤの魅力を楽しめるとしている。
　リングは全て、ミニマルなデザインを
採用しており、クリアで存在感ある人工
ダイヤの輝きを際立たせる。シンプルな
美しさから、ファッションジュエリーとし
ても楽しめる。
　天然ダイヤで国内最多クラスの品揃
えを誇る同社が、ラボグロウンダイヤモ
ンドを取り扱うのは初めてで、“多様な
ダイヤの輝き”を提案することになる。
　カーボンニュートラル（二酸化炭素

の排出実質ゼ
ロ）、さらにはク
ラ イ メ ー ト
ニュートラル
（温室効果ガス
の排出実質ゼ
ロ）のラボグロ
ウンダイヤモン
ドは、2020年、
アメリカのWD
ラボ・グロウン・
ダイヤモンド社
（WD L a b -
G r o w n D i a
monds／以下、WD社）が世界で初め
て生成に成功している。
　今回同社は、日本企業として初めて、
WD社からの販売権の取得となる。
　WD社は人工ダイヤの先駆的なテク
ノロジー企業。サステナビリティ・環境
分野の米・認証機関「SCSグローバル
サービス（SCS Global Service）」か
ら、研究所と工場での生産方法、研磨

工程の全てにおいてクライ
メートニュートラルの認証を
得ている。
　「ラボグロウンダイヤモン
ド」は、研究所（ラボ）で育て
られた（グロウン）ダイヤで、
天然石と変わらぬ美しさが
特徴。採掘による環境破壊
や労働者搾取といった問題
がなく、サステナビリティの
観点で支持されている。
　中でもWD社のものは、ク
ライメートニュートラル（温
室効果ガスの排出実質ゼ
ロ）を実現。さらに、製造工
程の環境負荷を減らしてい
る点も特徴で、膨大な熱エ
ネルギーを必要とする従来
製品とは異なり、CVD（化学
気相蒸着法）を用いて生成。
不純物をより少ないエネル
ギーで制御した、“クリアな
輝き”となる。
　「ブリリアンス・プラス」で
は、そのWD社製の人工ダイ

ヤを約550個と豊富に揃える。国内最
多級の在庫数で、好みのルース（裸石）
を、カラット（0.5、0.7、1カラット）、カッ
ト、カラー、クラリティー（透明度）の4項
目から選び、リングに仕立てることがで
きる。店舗では、パソコンの画面上でダ
イヤを選び、好きなリングデザインに
セッティングした画像を見比べ、選ぶこ
とができる。

　今回同社で取り扱う人工ダイヤの生
成方法は「CVD（化学気相蒸着法）」。
WD社オリジナルの方法で生成された
ラボグロウンダイヤモンドの種を、真空
装置に配置し、プラズマを発生させ、純
粋な炭素をそのダイヤの種に付着させ
ることで成長させる、持続可能な方法
だ。少ないエネルギーで、高品質でクリ
アなダイヤを生成する。
　指輪は全て、中央に0.5～1カラット
の大粒の人工ダイヤをあしらう。いずれ
も、高品質でクリアな美しさと、石の存
在感を生かす、ミニマルなデザインが特
徴だ。
　コンセプトは、「Playful」。婚約指輪
や記念日のジュエリーとしての華やか
さもありながら、日常で着けやすいカ
ジュアルな印象に仕上げている。ファッ
ションジュエリーのように、重ね付けに
も使いやすく、デニムやパーカーなどラ
フなファッションにも合わせやすいリン
グとなっている。
　高品質な天然ダイヤを適正価格で
展開している点に強みを持つキューは
今回、人工ダイヤ市場に新たに参入す
る。より地球環境にやさしい、“クライ
メートニュートラル”を達成した人工ダ
イヤを取り扱うことで、他店との差別化
を狙う。
　WD社の人工ダイヤは世界の多くの
地域のデザイナー、小売業者、流通業
者の広範なネットワークを通じて販売
されている。日本企業としては今回初め
て、キューが取引を開始する。

　大自然が生み出したアンカットダイヤ
モンド（原石）の魅力を広く伝えようと諏
訪貿易が続ける「SUWAアンカットダイ

ヤモンドジュエリーコ
ンテスト」は今年で14
回目を迎える。

　歴史をたど
れば、2100年
もの間研磨さ
れていない自

然のままの
結 晶（ 原
石）として
ダイヤモン
ドは 存 在
し、研磨技
術 が 生ま
れた14世

紀以降、原石のままで身につけること
が15世紀まで好まれていた。
　原石の形は様々あり、正八面体の
結晶や、丸みを帯びたもの、平らなも

の、三角形のものなどがあり、透明度
が高く美しいものは全体のわずか数
パーセントしかない。
　そんな魅力あるダイヤモンド原石の
魅力を見出すための今年のコンテス
ト・テーマ石（原石）は3つ。コンテスト
ではテーマ石の独自性や魅力を更に
引き出すことのできるデザインを募集
する。
　コンテスト情報は4月14日より同社
ホームページで掲載されている。応募
締切は6月16日（当日消印有効）。

ダイヤモンド原石の独自性を作品にする
唯一のダイヤモンドジュエリーコンテスト
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　プラチナ･
ギルド･イン
ターナショナ
ル㈱（PG I）
による、毎年、プラチナ･ジュエリーの販
売に携わる人々を対象とした無料セミ
ナーが、昨年3年ぶりに対面で再開さ
れ、今年は、東京・名古屋・大阪と全国
3都市に会場を増やして実施される。
　PGIの活動の中でも、販売員教育は
重要な役割を担ってきた。特にこの「プ
ラチナ・ベーシックセミナー」は、プラチ
ナの正しい知識を誰でも無料で学べる
場として、長年にわたり提供されている
プログラム。宝飾店はもちろん広く宝飾
業界の人々を対象とし、新入社員から
ベテランのスタッフまで、1社から何名
でも、気軽に参加できる。
　コロナ禍も落ち着きを見せ、消費意
欲の向上と共にジュエリーに対する関
心もさらに高まり、新しい消費者も育っ
ている。新たなアプローチを模索しつ
つ、しかし伝えるべきジュエリーの価値
は決して変わるものではない。
　特にプラチナ・ジュエリーの販売に
は、地金価格だけでは測れない精神
的な価値の付加が求められる。純粋
性、希少性、永遠性に代表されるプラ
チナの高い価値を正確に伝え、それに
よって消費者が得られる満足感や高

揚感を引き出
すことが重要
だ。
　同セミナー

は、プラチナ・ジュエリーの販売力向上
のための実践的な学びに注力。知識の
習得に加え、宝飾販売の課題を共有
するひとつの機会と捉え、有効に活用
したい。
　内容：①プラチナの基礎知識、②
セールストーク実習（グループワーク）。
　日時：大阪：5月19日13時～15時
（大阪新阪急ホテル）、東京：5月24日、
午前10時～12時30分、午後の部10
時～12時30分、午後の部：14時～16
時30分（第一ホテル東京）、名古屋：5
月30日13時～15時30分（東京第一
ホテル）。
　申込は4月20日～5月12日の期間中
にPGIのホームページからでき、定員
になり次第締め切られる。

　東京眼鏡卸協同組
合によるメガネの総合
展「2023ワールドオプ
チカルフェア」（WOF）
が、4月19日・20日の2
日間、東京都立産業セ
ンター浜松町館3F・
4Fで開催される。時間
は9時30分～18時（最
終日は17時）。

　来場特典とし
て、会期中に10
万円相当（10
点）以上を買っ
た人に、その金
額（点数）に応

じた「JTB NICE GIFT」を進呈する。
　特設コーナーでは、チタンフレーム
などの新素材開発や優秀な加工技術
などが世界的に高く評価され、国内の
メガネフレーム生産量95％以上を占め
る福井県眼鏡卸商協同組合会員で構
成された「Fukui Eyewear Cara-
van」が開設されるほか、べっ甲メガネ
フレームの体験コーナーなどを準備し
ている。

プラチナ無料セミナー
基礎知識とセールストーク実習
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